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医療応用可能な
ゲノム編集条件の探索

iPS細胞のゲノム編集を治療につなげる

基礎と応用の橋渡し研究に興味のある
学生さんをお待ちしています

治療遺伝子

治療分子発現幹細胞の樹立

ゲノム編集幹細胞移植治療開発

患者への移植
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